
 

 

 

 春が近づいていますが、まだまだ寒い日が続いていますね。そんな中、子どもたちは 

やはり風の子！朝の運動など日々の学習に一生懸命取り組んでいます。 

さて２月は小学部の「６年生を送る会」、中学部の３年生を送る会」、そして高等部の 

卒業式練習開始などがあり、進級・卒業に向けて準備をする時期です。２月は「逃げる」

３月は「去る」と言われるようにあっという間に過ぎてしまいますが、総まとめの時期

として、気を抜かずにきめ細やかな支援をしたいと考えています。 

 

 
令和６年度３月 

  ３（月）高等部 ３年生を送る会（体育センター） 17（月）給食終了   

  ４（火）高等部 卒業式予行（コスモホール）   19（水）高等部入学説明会（午後） 

  ５（水）高等部 卒業式（コスモホール）     21（金）修了式 

  10（月）小・中学部卒業式予行（本校）      24（月）春季休業開始 

  11（火）小・中学部卒業式（本校） 

  12（水）高等部再募集入学者選考（午後）  ※行事の関係などで、下校時刻が変則的になります。 

  14（金）高等部再募集合格者発表（午前） 

   
※行事や授業予定は今後変更もあります。変更時は本校 HPにてお知らせします。 
いなみ野特別支援学校 HP  

  https://www2.hyogo-c.ed.jp/weblog2/inamino-sn/      QRコードはコチラ！ ⇒ 

１月 27日（月）に第２回学校評議員会及びいなみの版コミ・スク「まなびや」を開催しました。コミ・スク 

では、各学部長より教育活動の現状、支援部長より地域連携、進路部長より進路状況についての説明が 

ありました。委員の皆さまより以下のようなご意見・ご助言をいただきました。ありがとうございます。 

 

・明石市立明石商業に昨年度福祉科ができたので、いなみ野と交流ができればありがたい。 

・子どもがいなみ野でお世話になりありがたく思う。 

・仮設校舎になり全校生が１棟で過ごすことでより学部間の連携がしやすくなったと思う。狭くて活動に制 

 限がある今だからこそ地域の資源活用を考えるとよい。（公園清掃など外に出ていくなどの機会を大切に！） 

・交流学習についての評価が低いようだが、先生方が試行錯誤をしている状況には自信を持ってほしい。 

・ICTに関する学びを教師がメインで行うのではなく、子どもたちが積極的に関わることが必要。 

・インスタをしている保護者も多いので情報発信の在り方を考えるのもよいのかもしれない。 

・仮設への引っ越しなど保護者からの個々の不安を PTA としてまとめ学校に伝えるなど、保護者と学校の 

かけはしとして活動できたことは苦労もあったが、PTAの存在価値を改めて実感する機会となった。 

     

 「ピンチはチャンス！」今の状況をプラスに捉え新たな活動の場を模索する 

ことの大切さに気づかせていただきました。紙面の関係で全てを掲載できて 

いませんが、いただいたご意見は職員で共有させていただき、今後の教育活動 

に活かしてまいります。ご参加いただいた皆さまには心よりお礼を申し上げます。 
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支援だより いなみ野 
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 できるようになるためには・・・ 

☆手先の不器用さなどからリコーダーの演奏が難しい子どもさんには「穴に魚の目パット」を 

☆パジャマなどのボタンをはめるのが難しいなら「大きなボタンに変える」「糸ではなくゴムでつける」 

☆靴を一人ではくのが難しいなら「かかと部分にリング」を 

普段の関わりの中で、子どもたちができなくて、どうしたらいいのか悩むことはありませんか。 

そんな時に「どうしてできないんだ！」と原因を相手に求めている限り、そこで支援や指導がストップして 

しまいます。 

視点を変えてみましょう。「どうしたらできるようになるのかな。」この視点は 

障害のあるなしに関係なく大切です。ネット検索をすればいくらでもアイデアが 

出てくる時代・・・まずは支援に関わる私たちが、「どうすればできるように 

なるんだろう。」と考える習慣をつけることから始めませんか。 

 

いなみ野の学習活動 


